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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　センサノードと、上記センサノードから送信されるデータを処理する管理サーバとから
なる注目度測定可視化システムであって、
　上記センサノードは、赤外線を用いて固有の識別子を発する赤外線発信部と、加速度デ
ータを取得する加速度センサと、評価対象に設けられた赤外線発信器の発するあるいは他
のセンサノードの携帯者との対面による他のセンサノードに設けられた赤外線発信部の発
する赤外線データを取得する赤外線センサと、上記加速度データ及び上記赤外線データを
上記管理サーバに送信する情報送信部と、を有し、
　上記管理サーバは、上記加速度データ及び上記赤外線データを受信する情報受信部と、
上記加速度データ及び上記赤外線データに基づいて上記評価対象の注目度を算出する注目
度算出部と、を有する注目度測定システム。
【請求項２】
　請求項１に記載の注目度測定システムにおいて、
　上記管理サーバは、上記赤外線データから上記センサノードの携帯者が対面した評価対
象を特定する評価対象特定部と、上記赤外線データから上記センサノードの携帯者と他の
センサノードの携帯者との対面情報を検出する対面者識別部と、上記加速度データから上
記センサノードの携帯者の活発度を測定する動作識別部と、上記対面情報及び上記活発度
に基づいて対面時の活発度を算出する活発度評価部と、をさらに有し、
　上記注目度算出部は、上記対面時の活発度に基づいて上記特定された評価対象の注目度
を算出する注目度測定システム。
【請求項３】
　請求項２に記載の注目度測定システムにおいて、
　上記センサノードは、音声データを取得する音声センサをさらに有し、
　上記管理サーバは、上記音声データから上記センサノードの携帯者が発話したか否かを
検出する発言識別部をさらに有し、
　上記活発度評価部は、上記発言識別部の検出結果を用いて上記対面時の活発度を算出す
る注目度測定システム。
【請求項４】
　請求項３に記載の注目度測定システムにおいて、
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　上記発言識別部は、上記音声データから上記センサノードの携帯者の発話内容を分析し
、
　上記活発度評価部は、上記発話内容の分析結果に基づいて上記対面時の活発度を算出す
る注目度測定システム。
【請求項５】
　請求項１に記載の注目度測定システムにおいて、
　上記評価対象は複数存在し、上記注目度算出部は複数の上記評価対象それぞれの注目度
を算出し、
　上記管理サーバは、注目度表示部をさらに有し、
　上記注目度表示部は、上記複数の評価対象の注目度をその値の大小関係に基づいて表形
式で表示する注目度測定システム。
【請求項６】
　請求項１に記載の注目度測定システムにおいて、
　上記センサノードは、時刻情報を保持しており、上記加速度データ及び赤外線データに
時刻を付与し、
　上記管理サーバは、注目度表示部をさらに有し、
　上記注目度表示部は、上記付与された時刻を参照して、複数存在する上記評価対象ごと
の注目度を所定の時間帯における所定の時間間隔の推移系列として求め、一つあるいは複
数の評価対象の注目度を、上記推移系列を示す折れ線グラフあるいは棒グラフの形式で表
示する注目度測定システム。
【請求項７】
　請求項１に記載の注目度測定システムにおいて、
　上記評価対象は、特定の領域内に固定された評価対象物であって、
　上記評価対象物の一に対応して、上記評価対象物を映すカメラが設置されており、
　上記注目度算出部により注目度が高いと判定された評価対象物を映すカメラの映像を優
先して表示する表示部をさらに有する、注目度測定システム。
【請求項８】
　請求項１に記載の注目度測定システムにおいて、
　上記注目度測定システムは複数の携帯者によって装着される複数の上記センサノードを
有し、
　上記複数の携帯者の一は上記評価対象を説明する者であり、
　上記複数の携帯者の別の一は上記評価対象の説明を受ける者である注目度測定システム
。
【請求項９】
　センサノードと接続して送信されるデータを処理して評価対象の注目度を測定する注目
度測定サーバであって、
　情報受信部と、注目度算出部とを有し、
　上記情報受信部は、上記センサノードが他のセンサノードまたは上記評価対象と対面し
たことを示す対面情報と、上記センサノードに設けられた加速度センサによって計測され
る加速度情報を受信し、
　上記注目度算出部は、上記対面情報及び上記加速度情報に基づいて上記評価対象の注目
度を算出する注目度測定サーバ。
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